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広広報報平平成成２２６６年年１１１１月月１１日日号号 ４４

　
高
齢
者
虐
待
と
は
、
　６５

歳
以
上
の
高
齢
者
を
世
話

す
る
家
族
や
親
族
、
同
居

人
、
要
介
護
施
設
従
事
者

な
ど
に
よ
る
不
適
切
な
行

為
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
の
背
景
に
は
、

介
護
疲
れ
や
生
活
苦
、
介

護
に
関
す
る
知
識
不
足
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

介
護
の
仕
方
や
認
知
症
へ

の
対
応
が
不
適
切
な
た
め
、

介
護
を
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
虐
待
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
を
１
人
で
が
ん
ば
り
過
ぎ
な
い

　
介
護
を
「
が
ん
ば
る
人
」
ほ
ど
、
介
護

の
負
担
を
１
人
で
抱
え
込
み
、
心
身
と
も

に
疲
れ
果
て
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

介
護
は
１
人
で
担
う
も
の
で
は
な
く
、
チ

ー
ム
で
支
え
る
も
の
で
す
。
チ
ー
ム
の
１

人
と
し
て
、
家
族
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ

と
に
力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
虐
待
を
地
域
で
解
決
し
よ
う

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
や
支
え
が
あ
れ

ば
、
本
人
も
家
族
も
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
さ
り
げ
な
い
手
助
け
、

見
守
り
、
声
掛
け
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た

勇
気
や
優
し
さ
が
必
要
で
す
。
地
域
の
皆

さ
ん
の
「
気
付
き
」
で
最
悪
の
ケ
ー
ス
に

至
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
高
齢

者
や
家
族
の
言
動
、
暮
ら
し
の
様
子
な
ど

か
ら
虐
待
に
つ
な
が
る
小
さ
な
サ
イ
ン
が

あ
れ
ば
、
た
め
ら
わ
ず
に
左
表
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
者
の
秘
密
は
厳
守

さ
れ
、
虐
待
で
は
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問 合 先名　　称担　当　地　区

緯５６・１０２１
胃５６・１２１５

地域包括支援センター
社会福祉協議会

八ツ面・三和・室場小
学校区

緯５４・８９９８
胃５４・５７９０

地域包括支援センター
中央

西尾・花ノ木小学校区

緯５５・７３７３
胃５５・７３７４

地域包括支援センター
いずみ

平坂・矢田・中畑小学
校区

緯５５・３１５５
胃６４・００１７

地域包括支援センター
鶴城

鶴城・米津・西野町小
学校区

緯６４・０００２
胃６４・０３７０

地域包括支援センター
せんねん村

寺津・福地南部・福地
北部小学校区

緯７２・９６５４
胃７３・６６９０

一色地域包括支援セン
ター

一色町

緯６２・６６７７
胃６２・６６８０

吉良幡豆地域包括支援
センター

吉良町・東幡豆町・西幡
豆町・鳥羽町・寺部町

　
児
童
虐
待
と
は
、
親
や

養
育
者
が
子
ど
も
に
対
し
、

身
体
的
・
精
神
的
に
苦
痛

を
与
え
る
な
ど
の
不
適
切

な
行
為
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
虐
待
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ

る
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
命
に
関
わ
ら
な
く
て

も
、
虐
待
は
子
ど
も
の
生

活
と
そ
の
後
の
人
生
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

子
育
て
の
悩
み
を
１
人
で
抱
え
込
ま
な
い

　
子
育
て
の
多
く
が
、
母
親
１
人
に
任
さ

れ
、
母
親
の
心
身
へ
の
負
担
が
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。
育
児
に
不
安
や
悩
み
を
感

じ
た
ら
、
１
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
家
族

や
周
囲
の
信
頼
で
き
る
人
な
ど
に
相
談
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

児
童
虐
待
を
地
域
で
解
決
し
よ
う

　
問
題
を
抱
え
る
家
族
を
助
け
る
た
め
に

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
「
気
付
き
」
が
重

要
で
す
。
皆
さ
ん

か
ら
の
１
本
の
電

話
で
、
救
わ
れ
る

子
ど
も
や
母
親
が

い
ま
す
。
連
絡
は
、

匿
名
で
行
う
こ
と

も
可
能
で
す
の
で
、

「
お
か
し
い
な
」

と
感
じ
た
ら
、
た

め
ら
わ
ず
に
下
表

ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
虐
待
で

は
な
か
っ
た
場
合

で
も
、
責
任
を
問

わ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●身体的虐待…殴る、蹴る、無理やり食事を

口に入れる、ベッドに縛り付けるなど

●心理的虐待…排泄の失敗を笑う、怒鳴る、

ののしる、意図的に無視するなど

●介護や世話の放棄・放任…入浴をさせず不

潔にする、劣悪な環境で生活させるなど

●経済的虐待…お金を渡さない・使わせない、

財産を無断で売るなど

●性的虐待…下半身を裸にして放置するなど

高齢者虐待の種高齢者虐待の種類類

み
ん
な
で
防
ご
う

児

童

高
齢
者

虐
待

み
ん
な

み
ん
な
でで
防防
ご
う
ご
う

児児
　
童童

高
齢
高
齢
者者

虐虐
待待

特　集

問合先　家庭児童支援課要保護児
童担当（緯５６・３１１３）

児童虐待

問 合 先日　　時名　　称

緯５６・３１１３
毎週月～金曜日　午前
８時３０分～午後５時

家庭児童支援課
要保護児童担当

緯０５６４・２７
・２７７９

毎週月～金曜日　午前
９時～午後５時１５分

西三河児童・障害
者相談センター

※土・日曜日、祝日を除く。ただし、児童虐待が疑わ
れ、緊急を要する場合は対応します。

●身体的虐待…殴る、蹴る、投げ落とす、激

しく揺する、やけどを負わせるなど

●心理的虐待…言葉で脅す、無視する、兄弟

姉妹間で差別的な扱いをする、夫婦間の暴

力を目撃させるなど

●ネグレクト…適切な衣食住の世話をしない、

病気になっても病院に連れて行かないなど

●性的虐待…性的行為の強要、性的行為を見

せる、ポルノ写真の被写体を強要するなど

児童虐待の種児童虐待の種類類

問合先　長寿課地域支援事業担当
（緯６５・２１２０）

高齢者虐待



５５ 平平成成２２６６年年１１１１月月１１日日号号広広報報

　今と変わらず昔も正月はめでたく、にぎやかなも

ので、新年の健康や幸福を願う多くの行事が行われ

ていました。正月の風景や飾り物を描いた華やかな

絵とともに、正月の行事に込められた思いを感じて

ください。

期間　１１月１５日松～２７年１月２５日掌。ただし、月曜

日、１２月２８日掌～２７年１月３日松、１月１３日昇を

除く。

場所　岩瀬文庫企画展示室（２階）

入場料　無料

展示図録　１冊 ３ ０ ０ 円

出品資料　『とこしなへ』『 世  諺  問  答 』『
せ げん もん どう

 古  今  要  覧  稿 』
こ こん よう らん こう

など

●展示解説

日時　１１月２９日松、２７年１月１７日松　午後１時３０分

費用　無料

その他　事前申し込みは不要。

問合先　岩瀬文庫（緯５６・２４５９）

岩瀬文庫企画展「正月はめでたい！岩瀬文庫企画展「正月はめでたい！」」

　市の公共施設

に係る具体的な

再配置プランを

まとめた「西尾

市公共施設再配

置実施計画２０１４

→２０１８」に基づ

き、未利用とな

っている佐久島海釣りセンター管理棟の利活用を図

るため、企画提案を募集します。

応募資格　同センター管理棟の利活用のための管理

運営などに関する企画を提案し、自ら主体となっ

て管理運営を行うことができる事業者

施設の概要

▼建物…鉄筋コンクリート造陸屋根３階建、延床

面積１５６．０５㎡のうち１４５．２５㎡

▼敷地…一色町佐久島大島１１ほか１３筆、図上求積

２，７３０㎡

申込期限　１１月１３日昭　午後５時

申込方法　申込書に必要事項を記入の上、直接また

は郵送、Ｅメールで佐久島振興課離島振興担当

（〒 ４ ４ ４ ー０４９２住所不要／死 sakush i ma @ city. nis

　hio . lg . jp／一色支所内）へ。申込書や必要書類、

募集要項は同課に用意。市ホームページからもダ

ウンロードできます。

その他　詳しくは募集要項をご覧いただくか、お問

い合わせください。

問合先　佐久島振興課離島振興担当（緯７２・９６０７）

佐久島海釣りセンター管理棟の利活用の企画提案を佐久島海釣りセンター管理棟の利活用の企画提案を募募集集

▼

佐
久
島
海
釣
り
セ
ン
タ
ー
管
理
棟

　テレビでもおなじみの菊地幸夫弁護士を講師に招

き、講演会を行います。

日時　２７年１月１８日掌　午後１時３０分開場、２時開

演

場所　一色地域交流センター

入場料（全席自由）　 ５ ０ ０ 円

入場券販売開始日　１１月２２日松

入場券販売場所　文化会館、岩瀬文庫、一色町公民

館、吉良町公民館、幡豆公民館、おしろタウン・

シャオのインフォメーション

※前売り完売の場合、当日

券はありません。

その他　①車いす席を利用す

る方は入場券購入時に申し

出てください　②就学前の

お子さんは入場できません

③託児を希望する場合は事

前に予約してください。

問合先　文化振興課庶務担当

（緯５６・６６６０／岩瀬文庫内）

市文化事市文化事業業  菊地幸夫講演菊地幸夫講演会会「「菊地流 魅力的人生菊地流  魅力的人生ののススススメ」メ」

▲菊地幸夫氏



対象　保護者や同居の親族が就労などにより、下校

後の保育ができない小学１～３年生の児童で、通

年利用を希望する方

保育時間　下校後～午後６時３０分の間で、保護者な

どの就労状況に応じて必要な時間。土曜日や代休

日、長期休業期間（春・夏・冬休み）も保育します。

※午後６時～６時３０分は延長保育となります。

保育場所など　下表のとおり

保育料　月額 ５，０ ０ ０ 円

※おやつ代月額 １，０ ０ ０ 円が別途必要。また、延長

保育は別料金です。

申込方法　１１月２１日晶までに、申請書に必要事項を

記入の上、就労証明書などの必要書類を添えて、

各児童クラブまたは子育て支援課へ。申請書は同

クラブや同課に用意。市ホームページからもダウ

ンロードできます。

※平日に都合の悪い方やポルトガル語の通訳が必

要な方は、１１月１６日掌午前９時～正午に市役所

多目的室（１階）で受け付けます。

その他　①就労状況や家庭状況により、入会できな

い場合があります　②申し込み多数により、希望

のクラブに入会できない場合があります　③長期

休業期間のみの利用を希望する方は、別に申し込

みが必要です。利用の申し込みはその都度募集し

ます　④子ども子育て支援新制度により、対象や

入会条件などを変更する場合があります。

問合先　子育て支援課こども福祉担当（緯６５・２１０８）

●民間児童クラブ

　社会福祉法人せんねん村が、矢曽根町地内に児童

クラブを開設しています。対象は花ノ木・西尾・矢

田の各小学校区で、小学６年生までの児童が利用で

きます。詳しくは、お問い合わせください。

問合先　せんねん村キッズクラブ（緯５３・５５５３）

広広報報平平成成２２６６年年１１１１月月１１日日号号 ６６

　１０月１日に開催された市教育委員会臨時会で、教

育委員会委員長に磯部雅弘氏が再任されました。任

期は１０月１日から１年間です。

　また、教育委員会委員の杉浦義浩氏が市議会９月

定例会で同意を得て、再任されました。任期は、１０

月１日から３０年９月３０日までの４年間です。

問合先　教育庶務課庶務担当（緯６５・２１７２）

市教育委員会委員長に磯部氏、同委員に杉浦氏を再市教育委員会委員長に磯部氏、同委員に杉浦氏を再任任

２７年度児童クラブへの入会児童を募２７年度児童クラブへの入会児童を募集集

電話番号場　　　所ク   ラ   ブ   名

緯５２・１１４１室場小学校内室場児童クラブ

緯５２・００８５三和小学校内みつわ児童クラブ

緯７２・３３３７一色中部小学校内一色中部児童クラブ

緯７２・３２２５一色東部小学校内一色東部児童クラブ

緯７２・７０７８一色西部小学校内一色西部児童クラブ

緯７２・１９５２一色南部小学校内一色南部児童クラブ

緯３５・２５７７横須賀小学校内よこすか児童クラブ

緯３５・３７７０津平老人憩の家内つひら児童クラブ

緯３２・４６６７荻原小学校内おぎわら児童クラブ

緯３２・１１９１吉良保健センター内きらっこクラブ

緯３２・４０５０白浜小学校内しらはま児童クラブ

緯６２・６７６６幡豆小学校内はずっ子クラブ

緯６２・７０３３東幡豆小学校内はずっ子クラブ東

▼児童クラブ名・場所・電話番号

電話番号場　　　所ク   ラ   ブ   名

緯５７・５７２１中央児童館内中央児童クラブ

緯５７・４５４５西尾小学校内西小児童クラブ

緯５７・1651花ノ木小学校内花ノ木児童クラブ

緯５４・１２０２八ツ面小学校内八ツ面児童クラブ

緯５７・５６９９鶴城小学校内鶴城児童クラブ

緯５７・２２７３西野町小学校内くすの木児童クラブ

緯５７・7740米津小学校内米津児童クラブ

緯５９・２５５４中畑小学校南中畑児童クラブ

緯５９・８９１５平坂小学校内平坂児童クラブ

緯５９・２２２６矢田小学校内あすなろ児童クラブ

緯５８・１３８０寺津小学校内しおかぜ児童クラブ

緯５６・２６９０福地南部小学校内福地南部児童クラブ

緯５７・３１７１福地北部小学校内ホクホク児童クラブ

▼

磯
部
雅
弘
氏
（
一
色
町
）

▼
杉
浦
義
浩
氏
（
中
畑
町
）



７７ 平平成成２２６６年年１１１１月月１１日日号号広広報報

応募資格　市内在住で、平成２４年７月１日～２５年１２

月３１日生まれのお子さん。ただし、過去に登場し

たことがあるお子さんは応募できません。

募集人員　９６人（広報にしお平成２７年１月１日号か

ら６月１６日号までの掲載分で各号８人）。応募者多

数の場合は抽選。

申込・問合先　郵便往復はがきに必要事項を記入の

上、秘書課広報担当（〒 ４ ４ ５ ―８５０１住所不要／緯

６５・２１５９）へ。お子さん１人にはがき１葉まで。

双子以上のお子さんは兄弟・姉妹ではがき１葉ま

で。１１月１７日捷の消印有効。

　※往復はがき以外の応募や複数の応募は無効。

必要事項　 ▼往信の文面…郵便番号、住所、電話番

号、父または母の氏名、お子さんの氏名・生年月

日 ▼返信の宛名面…郵便番号、住所、父または

母の氏名　

　※返信の文面には何も記入しないでください。

その他　広報にしおは、市ホームページにも掲載さ

れますので、あらかじめご了承ください。

広報にし広報にしおお「キッズアルバム」登場「キッズアルバム」登場ののお子さお子さんを募集んを募集

〒445-８501

何
も
記
入
し
な
い

西
尾
市
役
所

秘
書
課
広
報
担
当

・
郵
便
番
号

・
住
所

・
父
ま
た
は
母
の
氏
名

・
郵
便
番
号

・
住
所

・
電
話
番
号

・
父
ま
た
は
母
の
氏
名

・
お
子
さ
ん
の
氏
名
と

　
生
年
月
日

５２ ５２〒XXX-xxxx

返信往信

郵便往復はがきの記入方郵便往復はがきの記入方法法

＜往信の宛名面＞ ＜返信の文面＞ ＜返信の宛名面＞ ＜往信の文面＞

　市民体育大会総合開会式が１０月３日、総合体育館

で行われ、その席上で特別体育功労者、体育功労者、

優秀選手、優秀チームの表彰が行われました。今年

度は、社会体育の健全普及に貢献し、顕著な功績を

挙げた１３人の皆さんと１チームが表彰されました。

※敬称略。かっこ内は推薦団体名。

▼特別体育功労者…山﨑弘太郎（市陸上競技連盟）、

米津孝三（市ソフトボール協会）、田中芳雄（市水

泳協会）

▼体育功労者…豊田博（市陸上競技連盟）、岩瀬義行

（市野球協会）、田中浩二（市剣道連盟）、鈴木路子

（市卓球協会）、中村茂雄（市バレーボール協会）、

織田智治（市ソフトボール協会）、榊原孝宏（市水

泳協会）、木村隆昭（市グラウンドゴルフ協会）

▼優秀選手…黒坂初枝（市卓球協会）、鳥居恭子（市

卓球協会）

▼優秀チーム…鶴城クラブ（市ソフトボール協会）

問合先　スポーツ課施設担当（緯５４・０００２／総合体

育館内）

特別体育功労者と体育功労者などを表特別体育功労者と体育功労者などを表彰彰

▲
特
別
体
育
功
労
者
の
皆
さ
ん

▲

優
秀
選
手
・
優
秀
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

▲

体
育
功
労
者
の
皆
さ
ん



第
3
５
回
は
ず
文
化
祭
・
芸
能
祭

と
幡
豆
公
民
館
フ
ェ
ス

●
作
品
展
示
会

　
園
児
や
小
・
中
学
生
、
福
祉
施

設
利
用
者
な
ど
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
松
　
午
後
１
時

11

１５

～
５
時
、
　
日
掌
　
午
前
９
時

１６

～
午
後
４
時

場
所
　
幡
豆
公
民
館
、
幡
豆
図
書

館
、
幡
豆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

展
示
作
品
　
絵
画
、
植
物
画
、
書
、

写
真
、
ち
ぎ
り
絵
、
押
し
花
、

俳
句
、
草
樹
、
金
魚
、
陶
芸
、

手
芸
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
な
ど

※
　
日
は
金
魚
、
草
樹
の
即
売

１６会
を
開
催
し
ま
す
。

●
歌
謡
発
表
会

日
時
　
　
月
　
日
松
　
午
後
１
時

11

１５

　
分
～
４
時

３０

場
所
　
幡
豆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容
　
歌
謡

●
芸
能
発
表
会

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
前
　
時

11

１６

１０

～
午
後
4
時

場
所
　
幡
豆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容
　
小
学
生
の
合
奏
・
合
唱
、

中
学
生
の
吹
奏
楽
、
舞
踊
、
剣

舞
、
詩
吟
、
大
正
琴
・
尺
八
・

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
な
ど

◆
共
通
事
項

そ
の
他
　
①
　
日
は
お
楽
し
み
イ

１６

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
　
②
車

で
お
越
し
の
方
は
、
幡
豆
支
所

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
文
化
振
興
課
庶
務
担
当

（
緯
　
・
６
６
６
０
／
岩
瀬
文

５６

庫
内
）、幡
豆
公
民
館
（
緯
　
・
６３

０
１
３
０
）

福
地
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

日
時
　
　
月
６
日
松
　
午
前
９
時

１２

～
午
後
８
時
　
分
、
７
日
掌
　

３０

午
前
９
時
～
午
後
３
時
　
分
３０

場
所
　
福
地
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容
な
ど

　
▼
６
日
松
…
各
種
団
体
の
作
品

展
示
（
午
前
９
時
～
午
後
８

時
　
分
）、地
域
・
サ
ー
ク
ル

３０
活
動
合
同
発
表
会
（
午
前
９

時
～
午
後
１
時
　
分
）、
お
抹

３０

茶
で
接
待
（
午
前
９
時
～
午

後
３
時
）、福
引
（
午
前
９
時

～
午
後
３
時
　
分
）

３０

　
▼
７
日
掌
…
各
種
団
体
の
作
品

展
示
（
午
前
９
時
～
午
後
３

時
　
分
）、サ
ー
ク
ル
活
動
発

３０
表
会
（
午
前
９
時
～
午
後
３

時
）、
お
抹
茶
で
接
待
（
午
前

９
時
　
分
～
午
後
３
時
）、福

３０

引
（
午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
分
）

３０

そ
の
他
　
①
時
間
、
内
容
な
ど
は

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
　

②
中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
が

夜
間
に
来
館
す
る
場
合
は
、
保

護
者
同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
福
地
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
（
緯
　
・
８
９
０
０
）

５４

父
親
研
修
会
「
保
護
者
の
た
め
の

体
験
！
体
感
！
ス
マ
ホ
教
室
」

　
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

が
急
速
に
普
及
し
、
子
ど
も
た
ち

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
犯

罪
や
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
件

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、

保
護
者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

に
対
す
る
知
識
や
理
解
を
深
め
、

保
護
者
と
し
て
の
責
任
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

子
育
て
中
の
保
護
者

日
時
　
　
月
　
日
晶
　
午
後
２
時

１１

２１

場
所
　
吉
良
町
公
民
館

内
容
　
実
際
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
に
触
れ
、
危
険
性
を
認
識

す
る
と
と
も
に
、
正
し
い
使
い

方
な
ど
を
習
得
し
ま
す
。

定
員
　
　
人
７０

参
加
料
　
無
料

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

た
だ
し
、
定
員
に
達
し
た
場
合

は
、
参
加
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

担
当
（
緯
　
・
３
５
１
５
／
中

５５

央
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

お
と
な
が
楽
し
む
ス
ト
ー
リ
ー
テ

リ
ン
グ
の
お
は
な
し
会
　
秋

日
時
　
　
月
　
日
昌
　
午
後
１
時

１１

１９

　
分
～
３
時
（
午
後
１
時
開
場
）

３０
場
所
　
西
尾
市
立
図
書
館
視
聴
覚

室
（
３
階
）

内
容
　
お
は
な
し
の
会
き
ら
ら
が

「
ね
こ
の
く
に
の
お
き
ゃ
く
さ

ま
」「
ふ
し
ぎ
な
オ
ル
ガ
ン
」
な

ど
、
７
つ
の
話
を
語
り
ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

４０

参
加
料
　
無
料

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
西
尾
市
立
図
書
館
（
緯

　
・
６
２
０
０
）

５６
幡
豆
図
書
館
講
演
会

　
「
空
か
ら
近
代
西
尾
の
ま
ち
を

見
て
み
よ
う
～
吉
田
初
三
郎
の
 鳥
 

ち
ょ
う

 瞰
  図
 に
学
ぶ
～
」
を
開
催
し
ま
す
。

か
ん
 
ず

『
吉
田
初
三
郎
の
鳥
瞰
図
を
読
む

（
河
出
書
房
新
社
）
』
の
著
者
が
、

鳥
瞰
図
の
見
方
や
楽
し
み
方
と
、

そ
こ
に
描
か
れ
た
近
代
都
市
西
尾

の
ま
ち
に
つ
い
て
、
や
さ
し
く
解

説
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
７
日
掌
　
午
前
　
時

１２

１０

　
分
～
正
午

３０
場
所
　
幡
豆
図
書
館
研
修
室
（
２

階
）

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

５０

参
加
料
　
無
料

講
師
　
名
古
屋
大
学
大
学
院
助
教

堀
田
典
裕
氏

申
込
・
問
合
先
　
　
月
８
日
松
か

１１

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
幡
豆

図
書
館
（
緯
　
・
６
５
８
８
）へ
。

６２

子
ど
も
司
書
体
験

対
象
　
小
学
４
～
６
年
生

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

１１

１６

　
分
～
正
午

３０
場
所
　
吉
良
図
書
館

内
容
　
本
の
貸
し
出
し
や
返
却
な

ど
の
カ
ウ
ン
タ
ー
作
業
、
ブ
ッ

ク
カ
バ
ー
か
け
を
行
い
ま
す
。

定
員
　
６
人
（
先
着
順
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
ブ
ッ
ク
カ

バ
ー
を
か
け
る
本

申
込
・
問
合
先
　
　
月
８
日
松
か

１１

ら
、
直
接
吉
良
図
書
館
（
緯
　３２

・
３
４
０
０
）
へ
。
９
日
掌
か

ら
は
、
電
話
で
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。

広広報報平成２６年１１月１日号 ８８

第
　
回
は
ず
文
化
祭
・
芸
能
祭
と

３５
幡
豆
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

福
地
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

子
ど
も
司
書
体
験

お
と
な
が
楽
し
む
ス
ト
ー
リ
ー

テ
リ
ン
グ
の
お
は
な
し
会
　
秋

幡
豆
図
書
館
講
演
会

保
護
者
の
た
め
の
体
験
！

体
感
！
ス
マ
ホ
教
室



緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

資
料
館
特
別
展
の
お
知
ら
せ

日
時
　
　
月
　
日
松
～
　
年
１
月

１１

１５

２７

　
日
掌
　
午
前
９
時
～
午
後
５

２５時
主
な
展
示
品
　
縄
文
土
器
や
石
器

な
ど
の
縄
文
時
代
の
資
料
、
寺

津
中
学
校
所
蔵
の
資
料
な
ど

●
展
示
解
説
　

日
時
　
　
月
　
日
松
　
午
後
２
時

１２

１３

問
合
先
　
文
化
振
興
課
庶
務
担
当

（
緯
　
・
６
６
６
０
／
岩
瀬
文

５６

庫
内
）

文
化
財
特
別
案
内

　
県
指
定
文
化
財
の
旧
糟
谷
邸
を
、

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
吉

良
あ
な
い
び
と
の
会
」
が
案
内
し

ま
す
。
江
戸
時
代
の
豪
商
の
見
事

な
屋
敷
と
紅
葉
に
色
づ
く
庭
園
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
　
　
月
２
日
掌
・
９
日
掌
・

１１

　
日
掌
・
　
日
抄
　
午
前
　
時

１６

２３

１０

～
午
後
４
時

場
所
　
旧
糟
谷
邸

入
館
料
　
３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
。
入
館
料

は
旧
糟
谷
邸
・
尾
﨑
士
郎
記

念
館
共
通
。

問
合
先
　
文
化
振
興
課
文
化
財
担

当
（
緯
　
・
２
４
５
９
／
岩
瀬

５６

文
庫
内
）

市
民
囲
碁
大
会

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

１１

１６

　
分
受
け
付
け
、
９
時
　
分
対

１５

４５

局
開
始

場
所
　
福
地
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

参
加
料
（
食
事
代
な
ど
）　
▼
高
校

生
以
上
＝
２
０
０
０
円
　
▼
小

・
中
学
生
＝
１
０
０
０
円

申
込
期
間
　
　
月
１
日
松
～
　
日

１１

１４

晶
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
土
曜
日
の
午
後
と
日
曜
日
、

４
日
昇
・
５
日
昌
・
　
日
捷

１０

を
除
く
。

申
込
・
問
合
先
　
直
接
ま
た
は
電

話
で
西
尾
文
化
協
会
（
緯
　
・
５６

５
７
５
７
／
文
化
会
館
内
）
へ
。

第
４
３
回
市
民
俳
句
大
会
　

期
日
　
　
月
　
日
松

１１

２９

受
付
開
始
時
間
　
午
前
　
時
１０

出
句
締
切
　
午
後
１
時

場
所
　
文
化
会
館
会
議
室
３
０
２

（
３
階
）

参
加
料
　
３
０
０
円

そ
の
他
　
当
季
雑
詠
、
三
句
出
句

問
合
先
　
西
尾
文
化
協
会
（
緯
　５６

・
５
７
５
７
／
文
化
会
館
内
）

歴
史
講
演
会

　
お
い
し
い
抹
茶
を
味
わ
い
な
が

ら
、
西
尾
城
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
松
　
午
前
　
時

１１

２２

１０

～
　
時
１１

場
所
　
旧
近
衛
邸
（
歴
史
公
園
内
）

定
員
　
　
人
程
度

４０

参
加
料
　
４
０
０
円
（
抹
茶
付
き
）

　
※
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

講
師
　
市
文
化
振
興
課
　
浅
岡
優

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
捷
か

１１

１７

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
緯
　
・
３
２
１
６
／
総
合
福

５７

祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
。

「
お
茶
の
お
い
し
い
淹
れ
か
た
、

抹
茶
の
点
て
か
た
」

　
茶
葉
の
量
や
お
湯
の
温
度
な
ど

の
基
本
か
ら
、
お
茶
の
入
れ
方
を

楽
し
く
学
び
ま
す
。

日
時
　
①
　
月
6
日
松
　
午
前
　

12

１０

時
　
②
　
月
7
日
掌
　
午
前
　

12

１０

時
場
所
　
旧
近
衛
邸
（
歴
史
公
園
内
）

講
師
　
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
　
稲
垣
 啓
 氏

あ
き
ら

定
員
　
各
　
人
（
先
着
順
）

１０

参
加
料
　
１
０
０
０
円

　
※
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先
　
　
月
１
日
捷
ま

１２

で
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務

局
（
緯
　
・
３
２
１
６
／
総
合

５７

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
。

塩
分
控
え
め
、
野
菜
を
お
い
し
く

食
べ
る
料
理
教
室
　

対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
　
　
月
　
日
昭
　
午
前
　
時

１１

２０

１０

～
午
後
１
時

場
所
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
旬
の
食
材
を
ひ
と
工
夫
し

た
塩
分
控
え
め
の
料
理
を
作
り
、

よ
り
お
い
し
く
野
菜
を
い
た
だ

き
ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

参
加
料
　
５
０
０
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
き
タ
オ
ル

実
施
団
体
　
西
尾
市
食
生
活
改
善

ク
ラ
ブ

申
込
・
問
合
先
　
　
月
７
日
晶
午

１１

前
９
時
か
ら
、
電
話
で
西
尾
市

保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
０
６

５７

６
１
）
へ
。

佐
久
島
歩
け
歩
け
海
原
三
里

期
日
　
　
月
７
日
掌

１２

　
※
小
雨
決
行
。
　

受
付
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～
　

３０

１１

時
　
分
１５

乗
船
時
間
　
①
午
前
９
時
　
分
　

３０

②
午
前
　
時
　
分

１１

３０

受
付
場
所
　
佐
久
島
行
船
の
り
ば

内
容
　
「
佐
久
島
カ
ル
タ
の
地
を

巡
ろ
う
」
を
歩
き
ま
す
。
当
日

限
定
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
佐

久
島
中
学
生
に
よ
る
「
佐
久
島

カ
ル
タ
」
大
会
に
も
参
加
で
き

ま
す
。

参
加
料
（
渡
船
料
含
む
・
昼
食
付
）

▼
中
学
生
以
上
＝
２
５
０
０
円

▼
小
学
生
＝
１
６
０
０
円

※
就
学
前
の
お
子
さ
ん
は
無
料

で
す
が
、
大
人
の
人
数
に
よ

り
渡
船
料
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先
　
　
月
１
日
捷
ま

１２

で
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
直
接
ま
た
は
電
話

で
、
佐
久
島
振
興
課
離
島
振
興

担
当
（
緯
　
・
９
６
０
７
／
一

７２

色
支
所
内
）
へ
。
　

９ 平成２６年１１月１日号広報

市
民
囲
碁
大
会

第
　
回
市
民
俳
句
大
会

４３

文
化
財
特
別
案
内

お
茶
の
お
い
し
い
 淹
 れ
か
た

い

抹
茶
の
点
て
か
た

佐
久
島
歩
け
歩
け
海
原
三
里

毎
日
プ
ラ
ス
一
皿
の
野
菜
を

お
い
し
く
食
べ
る
料
理
教
室

歴
史
講
演
会
「
絵
図
か
ら

み
た
西
尾
城
」

西
尾
市
資
料
館
企
画
展
「
県
指

定
史
跡
　
枯
木
宮
貝
塚
展
」



　
西
尾
市
内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
　
　
月
　
日
晶
　
午
前
　
時

１１

２８

１０

～
午
後
２
時

集
合
場
所
　
名
鉄
西
尾
駅
西
側
ロ

ー
タ
リ
ー

内
容
　
紅
葉
を
探
し
て
、
市
内
を

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

参
加
料
　
１
０
０
円

持
ち
物
　
弁
当
、
飲
み
物
、
万
歩

計
（
持
っ
て
い
る
方
）

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
き
ら
き
ら
万
歩
会

申
込
・
問
合
先
　
　
月
７
日
晶
～

１１

　
日
捷
に
、
電
話
で
吉
良
保
健

１７セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
３
０
０
１
）

３２

へ
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
　
無
料
体
験
会

対
象
　
小
学
３
年
生
以
上
の
方
　

日
時
　
　
月
７
日
掌
　
午
後
１
時

１２

～
４
時

場
所
　
総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ

ー
ナ

内
容
　
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
と
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
の
体
験

　
※
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
は

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ボ
ー
ル
を

ス
テ
ィ
ッ
ク
で
打
ち
、
ゴ
ー

ル
を
目
指
す
、
室
内
で
行
う

ホ
ッ
ケ
ー
で
す
。

定
員
　
１
０
０
人

参
加
料
　
無
料

持
ち
物
な
ど
　
動
き
や
す
い
服
装
、

室
内
用
運
動
靴
、
飲
み
物

申
込
方
法
　
　
月
９
日
掌
午
後
８

１１

時
　
分
ま
で
に
、
申
込
書
に
必

３０
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
総

合
体
育
館
、
一
色
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
、
吉
良
町
公
民
館
、

幡
豆
公
民
館
へ
。
申
込
書
は
各

施
設
に
用
意
。

　
※
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
無
料
体
験

会
参
加
希
望
と
記
入
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
で
総
合
体
育
館

（
胃
　
・
７
７
６
２
）
も
可
。

５４

主
催
　
西
尾
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
会

問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
振
興
担
当

（
緯
　
・
０
０
０
２
／
総
合
体

５４

育
館
内
）

福
祉

　母
子
・
父
子
家
庭
親
子
ク
リ
ス
マ

ス
会

対
象
　
市
内
在
住
の
母
子
・
父
子

家
庭
の
親
子

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
後
１
時

１２

１４

　
分
～
３
時
　
分

３０

30

場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
（
４
階
）

内
容
　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
ゲ
ー

ム
を
楽
し
み
ま
す
。
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

あ
り
ま
す
。

定
員
　
１
２
０
人
（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

申
込
期
間
　
　
月
５
日
昌
～
　
日

１１

１４

晶
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

申
込
・
問
合
先
　
直
接
ま
た
は
電

話
で
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
緯
　
・
５
９
０
０
／
総
合
福

５６

祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
。

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
を
振
り
込

み
ま
す

　
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当
　
月
１１

期
分
（
８
月
～
　
月
分
）
を
　
月

１０

１１

　
日
捷
に
振
り
込
み
ま
す
。
金
融

１０機
関
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
担

当
（
緯
　
・
２
１
１
３
）

６５

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
振
り
込
み

ま
す

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
　
月
期
分

１１

（
８
月
～
　
月
分
）
を
　
月
　
日

１１

１１

１１

昇
に
振
り
込
み
ま
す
。
金
融
機
関

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
子
育
て
支
援
課
手
当
担

当
（
緯
　
・
２
１
０
９
）

６５

広広報報平成２６年１１月１日号 １１００

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
無
料
体
験
会

特
別
児
童
扶
養
手
当
を

振
り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
を

振
り
込
み
ま
す

母
子
・
父
子
家
庭
親
子

ク
リ
ス
マ
ス
会

西
尾
市
内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

講　  師費　用定員内　　　　　容日　　  時講　  座　  名

鶴城丘高等学校
教員・生徒

■受 ２００円
■教 １，０００円

１５組
クリスマスを彩るＬＥＤを使ったラン
プシェードを作ります

１１月２９日松
午前１０時～１１時４５分

ＬＥＤのランプシェ
ード作り

■受 ２００円
■教 １，３００円

１５組
クリスマスの飾りつけポインセチアを
使ったコンテナガーデンを作ります

１２月６日松
午前１０時～１１時４５分

ポインセチアのコン
テナガーデン作り

■受 ２００円
■教 １，５００円

１５組
お正月に向けての創作松竹梅の寄せ植
えを作ります

１２月２１日掌
午前１０時～１１時４５分

正月の創作松竹梅作
り

　家庭教育を充実させるため、親子で共に学習・

活動する重要性が高まっています。親子または祖

父母と孫で園芸・工作に挑戦し、家族のふれあい

を深めませんか。鶴城丘高等学校の専門知識・技

術を生かした講座を開催します。

対象　市内在住の中学生以下のお子さんとその親

または祖父母

場所　鶴城丘高等学校農場（温室）・メカトロ棟

申込期間　１１月５日昌～１６日掌　午前９時～午後

９時。ただし、１０日捷を除く。

申込方法　直接中央ふれあいセンターへ。代理人

による申し込みもできます。申込期間内に定員

を超えた場合は抽選。

その他　受講料・教材費は当日持参してください。

問合先　生涯学習課生涯学習担当（緯５５・３５１５／

中央ふれあいセンター内）

家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座 親親親親親親親親親親子子子子子子子子子子でででででででででで寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄せせせせせせせせせせ植植植植植植植植植植ええええええええええととととととととととモモモモモモモモモモノノノノノノノノノノづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりり教教教教教教教教教教家庭教育講座　親子で寄せ植えとモノづくり教室室室室室室室室室室室



緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

タ
ク
シ
ー

　
市
で
は
、
障
害
が
あ
り
公
共
交

通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難

な
方
の
障
害
者
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
、
心
身
障
害
者
福
祉
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
チ
ケ
ッ
ト
は
年
度
ご
と
に
交

付
し
ま
す
の
で
、
ま
だ
今
年
度
の

申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
申
請
済
み

で
お
手
元
に
　
年
度
分
の
チ
ケ
ッ

２６

ト
が
あ
る
方
は
、
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
。
た
だ
し
、
自

動
車
税
の
減
免
措
置
を
受
け
て

い
る
方
を
除
く
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
～

３
級
を
持
っ
て
い
る
方

②
療
育
手
帳
の
Ａ
判
定
ま
た
は

Ｂ
判
定
を
持
っ
て
い
る
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
１
級
ま
た
は
２
級
を
持
っ

て
い
る
方

助
成
の
内
容
　
初
乗
り
運
賃
に
相

当
す
る
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
、

申
請
し
た
月
か
ら
年
度
末
ま
で

の
分
で
、
１
か
月
当
た
り
３
枚

交
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
定
期

的
に
週
２
回
以
上
通
院
を
し
て

い
る
方
は
、
医
療
機
関
の
証
明

（
所
定
の
様
式
）
が
あ
れ
ば
、

１
か
月
当
た
り
６
枚
交
付
し
ま

す
。
な
お
、
チ
ケ
ッ
ト
が
利
用

で
き
る
タ
ク
シ
ー
は
、
市
と
契

約
し
て
い
る
会
社
に
限
り
ま
す
。

会
社
名
は
チ
ケ
ッ
ト
交
付
時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト

の
使
用
は
、
１
回
の
乗
車
に
つ

き
１
枚
の
み
で
す
。
一
度
に
２

枚
以
上
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
方
法
　
該
当
す
る
障
害
者
手

帳
を
持
参
の
上
、
直
接
福
祉
課

障
害
者
福
祉
担
当
ま
た
は
各
支

所
住
民
担
当
へ
。
週
２
回
以
上

通
院
し
て
い
る
方
は
、
通
院
報

告
書
（
用
紙
は
福
祉
課
に
用
意
）

が
必
要
で
す
。

そ
の
他
　
チ
ケ
ッ
ト
は
申
請
後
、

郵
送
し
ま
す
。

問
合
先
　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
担

当
（
緯
　
・
２
１
１
３
）

６５

１
１
月
の
献
血

日
時
と
場
所
　
▼
　
月
９
日
掌
　

１１

午
前
９
時
　
分
～
　
時
　
分
、

３０

１１

３０

午
後
１
時
～
４
時
…
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
公
園
（
き
ら
ま
つ
り
会
場
）

そ
の
他
　
よ
り
安
全
な
血
液
を
確

保
す
る
た
め
、
問
診
票
を
も
と

に
医
師
が
総
合
的
に
判
断
し
、

献
血
の
適
否
を
決
定
し
ま
す
。

献
血
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

実
施
主
体
　
愛
知
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー

問
合
先
　
福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

（
緯
　
・
２
１
１
４
）

６５

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

　
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
家
族

を
対
象
に
、
介
護
者
同
士
の
交
流

を
行
い
ま
す
。
同
じ
介
護
者
同
士

だ
か
ら
こ
そ
分
か
る
悩
み
を
一
緒

に
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族

日
時
　
　
月
　
日
昌
　
午
後
１
時

１１

２６

　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

場
所
　
市
役
所
　
会
議
室
（
２
階
）

２２

費
用
　
無
料
（
場
合
に
よ
り
、
飲

食
代
な
ど
実
費
負
担
あ
り
）

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
長
寿
課
地
域
支
援
事
業

担
当
（
緯
　
・
２
１
２
０
）

６５

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
を
理
解
し
、
認
知
症
の

方
や
家
族
を
見
守
り
、
支
援
す
る

方
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
を
一
人
で
も

増
や
し
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

方
日
時
　
　
月
８
日
捷
　
午
後
２
時

１２

～
３
時
　
分
３０

場
所
　
市
役
所
　
Ａ
Ｂ
会
議
室

２２

（
２
階
）

定
員
　
　
人
程
度

３５

申
込
・
問
合
先
　
　
月
５
日
昌
か

１１

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
長
寿

課
地
域
支
援
事
業
担
当
（
緯
　６５

・
２
１
２
０
）
へ
。

そ
の
他
　
参
加
者
に
は
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
印
で
あ
る
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

高
齢
者
よ
ろ
ず
相
談

　
高
齢
者
や
高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
家
族
を
対
象
に
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
い
き
い
き
と
生
活
し
て

い
く
た
め
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
高
齢
者
や
高

齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

日
時
　
　
月
　
日
晶
　
午
後
１
時

１１

２８

　
分
～
３
時
（
　
分
ご
と
の
予

３０

３０

約
制
）

場
所
　
市
役
所
　
相
談
室
（
１
階
）

１５

内
容
　
健
康
や
保
健
、
医
療
に
関

す
る
こ
と
や
、
介
護
や
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
こ
と
な
ど
高
齢
者

に
関
す
る
相
談
全
般

費
用
　
無
料

相
談
員
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
職
員

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
昇
ま

１１

２５

で
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
長

寿
課
地
域
支
援
事
業
担
当
（
緯

　
・
２
１
２
０
）
へ
。

６５

１１ 平成２６年１１月１日号広報

リサイクルプラリサイクルプラザザ（吉良町岡山／（吉良町岡山／クク
リーンセンター内リーンセンター内／／緯緯３４３４・・８１１４８１１４））
休館日 日休館日　日曜曜・・祝日 ※開札日を除く祝日　※開札日を除く。。

１１

展示・入札期間　１日松～２２日松

開館時間　午前９時～正午、午後１時

～３時　※土曜日は午前のみ開館。

開札日時　２３日抄　午前１０時

引取期間　２３日抄～２７日昭

引取方法　落札価格（現金）で品物と

交換

その他　落札者には通知します。

家具・自転車・小物など展示品

日時　１９日昌　午前１０時～正午

会場　学習室（２階）

定員　１０人程度（先着順）

参加料　無料

持ち物　卵の殻、布

申込期間　１日松～１８日昇

申込方法　直接または電話で、リサイ

クルプラザへ。

クリスマスオーナメント講習会

心
身
障
害
者
福
祉

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
交
付

　
月
の
献
血

１１認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

高
齢
者
よ
ろ
ず
相
談



子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
つ
お
も

て
「
出
張
あ
そ
び
の
広
場
」

対
象
　
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者

日
時
　
　
月
　
日
昭
　
午
前
９
時

１１

１３

　
分
～
　
時
　
分
　

３０

１１

３０

場
所
　
幡
豆
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

内
容
　
親
子
で
体
操
や
ふ
れ
あ
い

遊
び
を
行
い
ま
す
。
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
手
遊

び
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

費
用
　
無
料
　

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

や
つ
お
も
て
（
緯
　
・
２
６
０

５７

２
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
い
っ
し
き

育
児
講
座
「
人
形
劇
」

対
象
　
入
園
前
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者

日
時
　
　
月
９
日
昇
　
午
前
　
時

１２

１０

～
　
時
１１

場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
い

っ
し
き

内
容
　
一
色
お
話
会
に
よ
る
人
形

劇
定
員
　
　
組
３０

費
用
　
無
料

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
捷
午

１１

１７

前
９
時
　
分
か
ら
、
直
接
子
育

３０

て
支
援
セ
ン
タ
ー
い
っ
し
き

（
緯
　
・
７
２
７
８
）へ
。
電
話

７２

で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　保
健

パ
パ
マ
マ
教
室

　
パ
パ
・
マ
マ
、
２
人
で
一
緒
に

学
ん
で
、
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
準

備
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
　
市
内
在
住
で
妊
娠
６
～
９

か
月
の
妊
婦
と
そ
の
夫

日
時
　
　
月
　
日
松
　
午
前
９
時

１１

１５

　
分
～
　
時
　
分
（
受
け
付
け

３０

１１

１５

は
９
時
　
分
～
９
時
　
分
）

１０

２５

場
所
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
①
講
習
（
妊
娠
中
の
生
活

・
育
児
の
話
、
パ
パ
と
マ
マ
の

役
割
）
　
②
体
験
実
習
（
も
く

浴
実
習
・
赤
ち
ゃ
ん
の
世
話
）

定
員
　
　
組
（
先
着
順
）

２０

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス

タ
オ
ル
（
１
枚
）、
筆
記
用
具

申
込
・
問
合
先
　
　
月
４
日
昇
か

１１

ら
、
電
話
で
西
尾
市
保
健
セ
ン

タ
ー
（
緯
　
・
０
６
６
１
）
へ
。

５７

あ
い
ち
小
児
保
健
医
療
総
合
セ
ン

タ
ー
県
民
公
開
講
座

　
就
園
前
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者

を
対
象
に
、
育
児
や
し
つ
け
な
ど

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
就
園
前
の
お

子
さ
ん
の
保
護
者

日
時
　
　
月
７
日
掌
　
午
前
　
時

１２

１０

～
　
時
　
分

１１

３０

場
所
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー
講

義
室
（
２
階
）

演
題
　
「
ど
う
す
る
？
　
言
う
こ

と
を
聞
か
な
い
、
困
っ
た
行
動
」

～
今
日
か
ら
変
わ
る
、
親
子
の

か
か
わ
り
～

定
員
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

講
師
　
あ
い
ち
小
児
保
健
医
療
総

合
セ
ン
タ
ー
心
療
科
医
師

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
捷
か

１１

１０

ら
、
電
話
で
西
尾
市
保
健
セ
ン

タ
ー
（
緯
　
・
０
６
６
１
）
へ
。

５７

募
集

市
民
病
院
の
臨
時
職
員
を
募
集

採
用
職
種
　
栄
養
士
ま
た
は
調
理

師
受
験
資
格
　
栄
養
士
ま
た
は
調
理

師
の
免
許
を
有
す
る
方

募
集
人
員
　
３
人

採
用
日
　
　
月
１
日

１２

勤
務
日
な
ど
　
月
～
日
曜
日
。
時

間
は
、
次
の
①
～
③
の
交
替
勤

務
（
勤
務
表
に
よ
る
）
で
す
。

　
①
午
前
６
時
～
午
後
３
時
（
休

憩
　
分
）

９０

　
②
午
前
７
時
～
午
後
４
時
（
休

憩
　
分
）

９０

　
③
午
前
　
時
～
午
後
６
時
　
分

１０

３０

（
休
憩
　
分
）

６０

　
※
４
週
間
に
８
日
間
の
休
み
が

あ
り
ま
す
。

業
務
内
容
　
病
院
特
別
食
の
調
理

な
ど
調
理
業
務
全
般

選
考
方
法
　
面
接

面
接
日
時
　
　
月
　
日
捷
　
午
後

１１

１７

２
時

提
出
書
類
　
履
歴
書
（
３
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼
付
）、

資
格
免
許
証
の
写
し

　
※
提
出
書
類
は
お
返
し
し
ま
せ

ん
。

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
晶
ま

１１

１４

で
に
、
電
話
で
市
民
病
院
管
理

課
職
員
担
当
（
緯
　
・
３
１
７

５６

１
）
へ
。

そ
の
他
　
勤
務
条
件
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
つ
お

も
て
「
出
張
あ
そ
び
の
広
場
」

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
い
っ

し
き
育
児
講
座
「
人
形
劇
」

あ
い
ち
小
児
保
健
医
療
総
合

セ
ン
タ
ー
県
民
公
開
講
座

パ
パ
マ
マ
教
室

市
民
病
院
の
臨
時
職
員



緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

平
成
２
７
年
度
サ
タ
デ
ー
プ
ラ
ン

教
室
指
導
者
募
集

　
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
・

芸
能
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
小

・
中
学
生
の
健
全
育
成
を
図
る
た

め
、
現
在
、
　
の
サ
タ
デ
ー
プ
ラ

７２

ン
の
教
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
新
た
に
教
室
を
開
設

し
て
い
た
だ
け
る
指
導
者
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
内
容
　
①
ス
ポ
ー
ツ
活
動
　

②
文
化
・
芸
能
活
動
　
③
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動

活
動
経
費
　
教
室
は
教
育
委
員
会

か
ら
の
補
助
と
、
参
加
者
か
ら

の
集
金
で
運
営
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
報
酬
は
あ
り
ま

せ
ん
。

申
込
・
問
合
先
　
電
話
で
、
学
校

教
育
課
サ
タ
デ
ー
プ
ラ
ン
担
当

（
緯
　
・
２
１
７
６
）
へ
。

６５

そ
の
他

今
月
の
納
期

納
期
限
　
　
月
１
日
捷

１２

対
象
税
な
ど
　
▼
国
民
健
康
保
険

税
（
普
通
徴
収
分
）
…
第
５
期

分
　
▼
介
護
保
険
料
（
普
通
徴

収
分
）
…
第
５
期
分
　
▼
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴

収
分
）
…
第
５
期
分

そ
の
他
　
口
座
振
替
の
方
は
残
高

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、

口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
再
振
替
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
先
　
収
納
課
管
理
担
当
（
緯

　
・
２
１
３
２
）

６５
秋
の
火
災
予
防
運
動
に
つ
い
て

　
市
消
防
本
部
で
は
、
　
月
９
日

１１

か
ら
　
日
ま
で
、
秋
の
火
災
予
防

１５

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

●
全
国
統
一
標
語

　
『
も
う
い
い
か
い
　
火
を
消
す

ま
で
は
　
ま
あ
だ
だ
よ
』

●
消
防
本
部
秋
の
火
災
予
防
運
動

の
主
な
行
事

①
市
消
防
団
連
合
会
防
火
パ
レ

ー
ド
や
、
商
業
施
設
で
の
啓

発
品
の
配
布

②
移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
の
路
上

立
ち
入
り
検
査

③
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
促
進
Ｐ

Ｒ
④
市
内
保
育
園
で
の
防
火
講
話

●
放
火
が
多
発
し
て
い
ま
す

　
放
火
に
よ
る
火
災
が
、
毎
年
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
放
火
さ
れ

に
く
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
、

放
火
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
地
域
の
目
で
放
火
に
よ
る

火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

　
　
年
６
月
１
日
か
ら
全
て
の
住

２３
宅
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
市
内
で
発
生
し
た
住
宅

火
災
で
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
て
い
た
お
か
げ
で
火
災
を

早
期
に
発
見
し
、
大
火
災
に
至
ら

な
か
っ
た
事
案
が
３
件
あ
り
ま
し

た
。
全
国
で
も
多
数
の
奏
功
事
例

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災

を
未
然
に
、
ま
た
早
期
に
知
ら
せ
、

家
族
の
安
全
を
守
る
た
め
に
必
要

で
す
。
ま
だ
設
置
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

設
置
が
必
要
な
場
所
は
、
台
所
、

寝
室
（
寝
室
が
２
階
の
場
合
は
階

段
も
）、
間
取
り
に
よ
っ
て
は
廊
下

な
ど
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
市
消
防
本
部
予
防
課
予

防
査
察
担
当
（
緯
　
・
２
１
４

５６

３
）

野
焼
き
な
ど
の
焼
却
行
為
は
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
家
庭
や
農
作
業
で
出
た
ご
み
な

ど
は
、
燃
や
さ
ず
に
市
の
ご
み
収

集
に
出
す
か
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
へ
搬
入
す
る
な
ど
、
適
切
な
処

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
野
焼
き
な
ど
の
焼
却
行
為
に
よ

る
影
響
で
「
子
ど
も
の
ぜ
ん
そ
く

が
悪
化
し
た
」「
洗
濯
物
や
部
屋
中

に
煙
の
臭
い
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
」

「
野
焼
き
の
火
の
延
焼
が
心
配
」

な
ど
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
野
焼
き
な
ど
の
焼
却
行
為

は
周
辺
の
方
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
法
律
に
違
反
し
て
廃
棄
物

を
焼
却
し
た
方
は
「
５
年
以
下
の

懲
役
も
し
く
は
１
０
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
」
に
処
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
保
全

担
当
（
緯
　
・
８
１
１
１
／
ク

３４

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

１３ 平成２６年１１月１日号広報

申込期間　１１月５日昌～１２日昌

入居可能日　２７年１月１日抄

抽選日時　１１月１９日昌　午前１０時開始

その他　単身者向は年齢などに制限があり

ます。また、上記以外で随時入居できる

住宅を用意できる場合があります。

申込・問合先　建築課管理・住宅担当（緯
６５・２１４６）

戸　数家賃 （円）間 取 り住　宅　名

１
（一般世帯向）

２１，０００

～４１，３００

２階／４階建

３DK 水洗
宮浦住宅

（米津町宮浦６８）

２
（一般・単身者向）

４，１００

～８，２００

平屋

２ K 非水洗
中野郷住宅

（中原町半谷２０）

１
（一般・単身者向）

４，１００

～８，０００

平屋

２ K 水洗
室住宅

（室町中川原１７-２）

今
月
の
納
期

秋
の
火
災
予
防
運
動

■市の人市の人口口（１０月１日現在）
　○総数　１７０，１６６人　前月比＋１４６人
　　男性　８５，６６３人　女性　８４，５０３人
　○世帯数　５９，６２７世帯　前月比＋１０４
■市内の交通（人身）事故
　９月　５９件（５７６件）
　負傷者　７３人（７２７人）
　死亡者　２人（６人）
■市内の火災　９月　５件（４９件）
■救急車の出動回数
　９月　５０７件（４，８８６件）

※（　）は１月からの累計

西尾市のデー西尾市のデータタ

野
焼
き
な
ど
の
焼
却
行
為
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
年
度
サ
タ
デ
ー
プ
ラ
ン

２７の
教
室
指
導
者

クリーンセンター



電
車
で
行
こ
う

絶
景
野
点

日
時
　
　
月
９
日
掌
　
午
前
　
時

１１

１１

～
午
後
３
時

場
所
　
愛
知
こ
ど
も
の
国
ゆ
う
ひ

が
丘

　
※
名
鉄
こ
ど
も
の
国
駅
か
ら
徒

歩
約
　
分
。

１５

内
容
　
三
河
湾
を
望
む
景
色
と
と

も
に
、
野
点
を
楽
し
み
ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２５

参
加
料
　
３
０
０
円
（
呈
茶
代
）

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
愛
知
こ
ど
も
の
国
（
緯

　
・
４
１
５
１
）

６２
第
４
回
 全
国
ご
当
地
う
ど
ん
サ

ミ
ッ
ト
2
0
1
4
 i
n
蒲
郡

　
 

　
全
国
各
地
自
慢
の
ご
当
地
う
ど

ん
　
店
（
予
定
）
が
出
展
し
ま
す
。

２５
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
く
の
は
、
ど
の

ご
当
地
う
ど
ん
で
し
ょ
う
か
。

日
時
　
　
月
９
日
掌
　
午
前
　
時

１１

１０

～
午
後
３
時

　
※
投
票
終
了
は
午
後
２
時
。

場
所
　
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
特
設
会
場

（
蒲
郡
市
海
陽
町
）

　
※
名
鉄
蒲
郡
駅
か
ら
路
線
バ
ス

約
　
分
。

１５

問
合
先
　
全
国
ご
当
地
う
ど
ん
サ

ミ
ッ
ト
開
催
委
員
会
事
務
局

（
緯
0
5
3
3
・
　
・
7
1
7

68

1
／
蒲
郡
商
工
会
議
所
内
）

蒲
郡
ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク

　
蒲
郡
市
制
施
行
　
周
年
を
記
念

６０

し
た
秋
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

日
時
・
コ
ー
ス
・
距
離
な
ど
　
左

表
の
と
お
り

集
合
場
所
　
大
塚
海
浜
緑
地
芝
生

広
場
（
蒲
郡
市
海
陽
町
）

　
※
名
鉄
蒲
郡
駅
か
ら
路
線
バ
ス

約
　
分
。

１５

参
加
料
　
▼
大
人
＝
１
５
０
０
円

▼
中
学
生
・
高
校
生
＝
１
０
０

０
円
　
▼
小
学
生
以
下
＝
無
料

　
※
当
日
受
け
付
け
ま
す
。

定
員
　
各
日
2
0
0
0
人

問
合
先
　
蒲
郡
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ

課
（
緯
０
5
3
3
・
　
・
1
2

66

2
2
）

西
三
河
イ
ベ
ン
ト
だ
よ
り

香
嵐
渓
も
み
じ
ま
つ
り

日
時
　
　
月
１
日
松
～
　
日
掌

１１

３０

場
所
　
香
嵐
渓
広
場
（
豊
田
市
足

助
町
）
ほ
か

内
容
　
日
没
か
ら
午
後
９
時
ま
で

は
、
飯
盛
山
の
紅
葉
を
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
ま
す
。
星
に
願
い
を

　
足
助
（
　
月
９
日
掌
ま
で
、

ｉｎ

１１

巴
川
に
無
数
の
「
い
の
り
星
禾
」

を
放
流
し
、
幻
想
的
な
川
面
を

演
出
し
ま
す
）、
中
国
料
理
人
に

よ
る
食
の
実
演
、
三
河
の
陶
器

展
、
茶
会
、
和
太
鼓
演
奏
な
ど

を
行
い
ま
す
。

問
合
先
　
足
助
観
光
協
会
（
緯
０

５
６
５
・
　
・
１
２
７
２
）

６２

み
よ
し
市
指
定
文
化
財
を
一
般
公

開
　
「
石
川
家
住
宅
」は
、
明
治
時
代

の
旧
態
を
良
好
に
維
持
し
た
建
物

で
、
当
時
の
生
活
文
化
を
伝
え
る

み
よ
し
市
指
定
文
化
財
で
す
。

開
館
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
4

時
　
分
３０

休
館
日
　
月
・
火
・
金
曜
日
、
年

末
年
始
（
　
月
　
日
～
　
年
1

１２

２８

２７

月
4
日
）

場
所
　
石
川
家
住
宅
（
み
よ
し
市

三
好
町
）

展
示
内
容
　
石
川
家
住
宅
所
蔵
の

調
度
品
を
は
じ
め
、
石
川
家
住

宅
の
た
た
ず
ま
い
に
合
わ
せ
て

歴
史
民
俗
資
料
館
の
収
蔵
品
を

展
示
し
ま
す
。

入
館
料
　
無
料

問
合
先
　
み
よ
し
市
歴
史
民
俗
資

料
館
（
緯
０
５
６
１
・
　
・
５

３４

０
０
０
）

広広報報平成２６年１１月１日号 １１４４

み
よ
し
市
指
定
文
化
財
を

　
月
３
日
か
ら
一
般
公
開

１１

第
４
回
全
国
ご
当
地
う
ど
ん

サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
４
　
蒲
郡

ｉｎ

香
嵐
渓
も
み
じ
ま
つ
り

蒲
郡
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク

絶
景
野
点

距離スタート時間受 付 時 間期 日 ・ コ ー ス 名

２３灼午前９時２０分午前８時１５分～９時蒲郡の名木５０選　東部地区編Ａ　
月
　
日
松

１１

１５ １７灼午前９時２０分午前８時１５分～９時みかんの里「蒲郡」を散策B

９灼午前１０時３０分午前１０時～１０時３０分蒲郡市伝統の「三谷祭」C

３７灼午前７時３０分午前６時４０分～７時１０分蒲郡の名木５０選　西部地区編D　
月
　
日
掌

１１

１６ １２灼午前９時午前８時２０分～９時生誕９００年藤原俊成卿を訪ねてE

８灼午前１０時３０分午前１０時～１０時３０分潮風薫るシーサイドラグーナ蒲郡F



緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

１５ 平成２６年１１月１日号広報

▼対象／技能検定電気系保全技術を

習得したい方 ▼内容／電気系保全作

業に必要な知識および技能を習得し

ます。 ▼日時／１２月２０日松午前９時

１０分～午後４時３０分、２１日掌午前９

時１０分～午後３時４０分 ▼定員／１５人

（応募者多数の場合は抽選） ▼受講

料／ ２ ，３ ０ ０ 円、テキスト代 ３ ，０ ２ ４ 円

▼申込・問合先／１２月４日昭までに、

講座名・住所・氏名・生年月日・電

話番号・職業を記入の上、往復はが

きまたはＥメールで県立岡崎高等技

術専門校在職者訓練担当（緯０５６４・

５１・０７７５／〒 ４ ４ ４―０８０２岡崎市美合

町平端２４／死okazaki-senmonko@p

ref.aichi.lg.jp）へ。

　３年間の生活文化科の学習成果を

発表します。ぜひ、お越しください。

▼期日／１２月２０日松 ▼時間／受け付

け＝午後０時１０分～１時、展示見学

＝午後０時１０分～３時の開演前・休

憩時、舞台発表＝午後１時１０分～３

時 ▼場所／吉良高等学校体育館 ▼内

容／ファッションショー、こども劇

場、食物展示など ▼申込・問合先／

１１月２１日晶までに、電話で吉良高等

学校（緯３２・２２３１）へ。

　骨髄移植を待つ多くの患者の命を

救うために、ご協力をお願いします。

▼対象／１８歳～５４歳の健康な方。既

往歴などにより、登録できない場合

もあります。 ▼日時／１１月９日掌午

前９時３０分～１１時、午後１時～３時

▼場所／コミュニティ公園（きらま

つり会場） ▼内容／ビデオによる説

明と２朱の採血（所要時間約２０分）

▼申込・問合先／１１月７日晶までに

西尾保健所環境・食品安全課（緯５６

・５２４１）へ。※当日申し込みも可。

　ＤＶ、セクハラ、ストーカー行為

など、女性の人権問題に対する電話

相談を行います。相談内容の秘密は

固く守られますので、気軽にご相談

ください。 ▼日時／１１月１７日捷～２３

日抄午前８時３０分～午後７時（土・

日曜日は午前１０時～午後５時） ▼相

談電話番号／女性の人権ホットライ

ン緯０５７０・０７０・８１０（全国共通ナビ

ダイヤル） ▼問合先／名古屋法務局

人権擁護部（緯０５２ ・９５２・８１１１）

　西尾税務署では、個人青色申告者

の決算説明会と年末調整説明会を開

催します。◎個人青色申告者の決算

説明会 ▼日時／１１月２０日昭午前１０時

～正午 ▼場所／西尾商工会議所 ２ ０ １ 

会議室（寄住町） ▼その他／青色申

告決算書は、確定申告書に同封して

郵送します。事前に必要な方には、

当日会場で配布します。当日は年末

調整の説明も行います。ｅ－Ｔａｘ

を利用した方には、確定申告書や青

色申告決算書（収支内訳書）などの

書類は郵送しません。◎法人・官公

庁など・個人申告者の年末調整説明

会 ▼期日／１１月２１日晶 ▼時間など／

納税地が一色・吉良・幡豆地区の方

＝午前１０時～正午、納税地が西尾地

区の方＝午後１時３０分～３時３０分 ▼

場所／文化会館小ホール ▼その他／

１１月上旬に郵送する関係書類をお持

ちください。 ▼問合先／西尾税務署

（緯５７・３１１１）（個人青色申告者決

算説明会…個人課税第一部門指導担

当、法定調書および合計表…管理運

営・徴収部門資料担当、年末調整説

明会…法人課税第一部門源泉担当）

※電話は自動音声で案内しますので、

問い合わせの際は「２」を選択して

ください。

　高校受験を控えている方の保護者

を対象に進路説明会を開催します。

▼募集種目と受付期間／推薦…１１月

１日松～１２月５日晶、一般…１１月１

日松～２７年１月９日晶 ▼進路説明会

日時／１１月６日昭・１３日昭・２０日昭

・２７日昭午後４時～６時 ▼場所／自

衛隊岡崎出張所（岡崎市朝日町） ▼

申込・問合先／自衛隊岡崎出張所

（緯０５６４・２１・７３０３）

　アルコール健康障害対策基本法が

６月１日に施行され、１１月１０日～１６

日が、アルコール関連問題啓発週間

と定められました。アルコール関連

問題の相談窓口は、西尾保健所およ

び西尾断酒会になります。 ▼問合先

／西尾保健所（緯56・5241）

　厚生労働省では、１０月１日～１１月

３０日、麻薬・覚醒剤乱用防止運動を

実施しています。この運動は、薬物

乱用による危害を広く知ることによ

り、一人一人の意識を高め、薬物乱

用の根絶を図ることを目的としてい

ます。薬物の乱用は、乱用者個人の

健康上の問題にとどまらず、各種の

犯罪の誘因など公共の福祉に計り知

れない危害をもたらすものです。最

近では、危険ドラッグを使用した者

が、二次的な犯罪や交通死亡事故、

健康被害を起こす事例が多発するな

ど、深刻な社会問題となっています。

危険ドラッグは「買わない！　使わ

ない！　かかわらない！」を合言葉

に、危険ドラッグを絶対に許さない

という風土を市全体、社会全体でつ

くり上げていきましょう。 ▼問合先

／西尾保健所（緯５６・5241）

　厚生労働省では、１１月１日～３０日

を「労働保険適用促進強化月間」と

定めています。労働保険は、労災保

険と雇用保険の総称です。正社員や

パート、アルバイトなど雇用形態に

かかわらず、一人でも労働者を雇用

した場合、事業主は労働保険に加入

する義務があります。労働保険への

加入は、経営者の義務であり、責任

です。 ▼問合先／西尾公共職業安定

所（緯５６・３６２２）、岡崎労働基準監督

署西尾支署（緯５７・７１６１）

　名古屋法務局西尾支局では、１０月

から登記の申請に関する相談を希望

する方に待ち時間なくご利用いただ

けるよう、登記相談の予約を受け付

けています。土地や建物に関する相

続・贈与などの所有権移転登記や、

金融機関の担保に係る抵当権抹消登

記などの申請手続きに関する相談を

希望する方は、事前に電話で予約し

てください。 ▼問合先／名古屋法務

局西尾支局（緯５７・２６２２）

情情 報報 通通 信信

自衛隊「高等工科学校生徒自衛隊「高等工科学校生徒」」
進路説明進路説明会会

その他

吉良高等学校生活文化吉良高等学校生活文化科科
第第２２９９回卒業研究作品発表回卒業研究作品発表会会

催し

個人青色申告者の決算説明会個人青色申告者の決算説明会とと
年末調整説明年末調整説明会会

その他

県立岡崎技術専門校スキルア県立岡崎技術専門校スキルアッッ
プ講プ講座座（在職者対象訓練（在職者対象訓練））

講座

骨髄ドナー登録骨髄ドナー登録会会

福祉

女性の人権ホットライ女性の人権ホットラインン

相談

１１１１月は労働保険適用推進月月は労働保険適用推進月間間

その他

アルコール関連問題啓発週アルコール関連問題啓発週間間

その他

麻麻薬薬・・覚醒剤乱用防止運覚醒剤乱用防止運動動

その他

登記相談の予約を受け付けて登記相談の予約を受け付けていい
まますす

その他



　
「
お
い
し
い
！
」「
濃
厚
な
味
！
」と

笑
顔
で
西
尾
の
抹
茶
を
楽
し
ん
だ
の

は
、
姉
妹
都
市
ポ
リ
ル
ア
市
の
プ
リ

マ
ー
ト
ン
消
防
団
６
人
の
皆
さ
ん
。

　
月
１
日
か
ら
４
日
間
、
西
尾
市
を

１０

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
西
尾
の
文
化
に

ふ
れ
、
消
防
活
動
を
視
察
、
体
験
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
取
材
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ポ
リ
ル
ア
市
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
北
島
の
南
部
に
あ
る
人
口
約

５
万
人
の
都
市
で
、
西
尾
市
と
は
　２０

年
以
上
に
わ
た
り
、
中
学
生
や
高
校

生
の
親
善
訪
問
を
中
心
と
し
た
交
流

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今

回
訪
れ
た
の
は
消
防
団
員
の
皆
さ
ん

で
、
普
段
は
教
師
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
映
画
監
督
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
別

の
職
業
を
持
ち
、

全
員
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
活
動
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
制
服
や

活
動
内
容
、
責
任

も
全
て
本
職
の
消

防
士
（
F
i
r
 e
  

F
i
g
h
t
e
r
）

と
全
く
同
じ
だ
と

い
う
の
で
す
。
日

本
の
消
防
団
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
概

念
を
大
き
く
覆
さ

れ
ま
し
た
。
中
で

も
特
に
印
象
的
だ

っ
た
の
は
女
性
の

参
画
で
し
た
。
ポ

リ
ル
ア
市
の
消
防

団
員
は
４
人
に
１

人
が
女
性
団
員
だ

そ
う
で
す
。「
性
別

で
は
な
く
、
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
（
多

様
性
）
の
考
え
方

の
一
つ
だ
か
ら
職

業
も
人
種
も
何
も

問
題
な
い
。
地
域

を
守
る
と
い
う
強

い
思
い
と
仲
間
と

の
絆
が
そ
こ
に
は

あ
る
の
」
と
、
プ
リ
マ
ー
ト
ン
消
防

団
最
年
長
で
あ
り
、
初
の
女
性
消
防

団
員
で
も
あ
る
ト
ル
デ
ィ
ー
・
キ
ャ

ン
ベ
ル
さ
ん
は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
消
防
署
で
は
、
は
し
ご
車
や
救
助

資
機
材
な
ど
を
使
っ
た
合
同
訓
練
や
、

消
防
署
の
設
備
、
消
防
車
両
な
ど
の

見
学
を
し
て
い
ま
し
た
。
正
座
に
挑

戦
し
な
が
ら
、
和
菓
子
と
お
抹
茶
を

楽
し
ん
で
い
た
と
き
の
和
や
か
な
雰

囲
気
と
は
印
象
が
変
わ
り
、
り
り
し

く
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。「
充
実
し
た
技
術
や
設

備
、
そ
し
て
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
取

り
組
む
西
尾
の
消
防
士
の
姿
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
」
と
、
訪
問
団
長
で

あ
る
ト
ニ
ー
・
サ
ト
リ
ア
ス
さ
ん
は

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ポ
リ
ル
ア
市
長
は
　
歳
と
聞
き
ま

３１

し
た
が
、
そ
の
若
い
リ
ー
ダ
ー
を
、

プ
リ
マ
ー
ト
ン
消
防
団
員
の
よ
う
な
、

経
験
豊
か
で
地
域
を
愛
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
世
代
の
人
々
の
活
動
が
支
え
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
今
回
、
抹
茶
の
お
も
て
な
し
と
国

際
交
流
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

広広報報平成２６年１１月１日号 １６１６ 

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
は
公
募
に
よ
り
選
ば

れ
た
市
民
記
者
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
市

民
の
目
線
で
市
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
取
材
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

広報サポーター

神谷麻由さん（行用町）

１．プリマートン消防団の皆さん。前列右が女性団員のパイオニ
アであるトルディーさん。後列左が訪問団長のトニーさん

２．消防車を使用した放水訓練　３．油圧カッターを使用した救助訓練
４．はしご車の前で整列。まるで映画のワンシーンのようでした

１

２ ３

４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
抹
茶
体
験
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
際
交
流

Fire
Fighters



船
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悪

夢
を
食
べ
、
姿
形
も
ま
た
悪
夢

を
避
け
る
と
さ
れ
る
 獏
 は
、
吉

ば
く

夢
を
見
る
の
に
よ
い
と
さ
れ
、

古
く
か
ら
枕
に
描
か
れ
て
き
ま

し
た
。
宝
船
の
絵
に
も「
獏
」の

字
が
書
か
れ
た
も
の
が
あ
り
ま

す
。
獏
は
象
の
鼻
、
サ
イ
の
目
、

牛
の
尾
、
虎
の
足
と
い
う
姿
を

し
、
そ
の
皮
で
寝
る
と
邪
気
を

避
け
る
と
伝
え
ら
れ
る
伝
説
の

獣
で
す
。
写
真
の
殿
枕
は
、
婚

礼
の
際
に
新
婦
が
持
っ
て
い
く

枕
で
、
側
面
に
獏
の
絵
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
獏
が
描
か
れ
た

枕
は
縁
起
物
と
し
て
用
い
ら
れ

ま
し
た
。

　
今
度
の
お
正
月
に
は
、
獏
の

枕
や
宝
船
の
絵
を
使
っ
て
縁
起

の
よ
い
初
夢
を
見
ま
し
ょ
う
。

１１７７ 平成２平成２６６年年１１１１月月１１日号日号広広報報

　
本
書
は
、
幕
臣
で
あ
り
、
国
学
者
で
あ
っ
た
 屋
  代
  弘
  賢
 の
編
集
に
よ
る
『
古
今
要

や
 
し
ろ
 ひ
ろ
 か
た

覧
稿
』
の
う
ち
、
器
財
部
の
原
稿
本
で
す
。
日
本
の
年
中
行
事
や
し
き
た
り
に
つ
い

て
書
か
れ
た
も
の
で
す
。

　
第
２
２
５
巻
目
に
あ
た
る
こ
の
稿
本
に
は「
短
冊
」の
記
事
に
加
え
て
、
初
夢
・
万

歳
・
正
月
・
門
松
・
 歯
固
 鏡
餅
・
 屠
  蘇
 に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
元
日
の
夜
、

は
が
た
め
 

と
 
そ

縁
起
の
よ
い
初
夢
を
見
る
た
め
に
、
宝
船
の
絵
を
枕
の
下
に
敷
い
て
い
ま
し
た
。
宝

 古
  今
  要
  覧
  稿
 

こ
 
こ
ん
 よ
う
 ら
ん
 こ
う

（
　－

　
）
１
冊

８１

３９

岩
瀬
文
庫
学
芸
員
　
青
木
眞
美

本
書
は
　
月
　
日
か
ら
開
催
す
る
岩
瀬
文
庫
企
画
展
「
正
月
は

１１

１５

め
で
た
い
！
」
に
出
品
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（戸ケ崎三丁目）
平成２４年１１月生まれ

中川 さくらちゃん

いつも元気なさくら。
夢を持ち、のびのび育
っていってくれ。

（吉良町）
平成２５年５月生まれ

古澤  遙  斗 くん
はる と

いつもおしゃべりはる
とくん竃これからも元
気に育っていってね！

（吉良町）
平成２４年１１月生まれ

牧  美  綾 ちゃん
み あ

歌が大好きなみあちゃ
ん竃元気いっぱいすく
すく大きくなってね竃

（宮町）
平成２４年１１月生まれ

佐藤  玄  武 くん
ひろ む

動物と 史  埜 にいにが大
ふみ や

好きなひろくん☆いつ
も笑顔をありがとう竃

（矢曽根町）
平成２５年５月生まれ

稲垣  璃  星 ちゃん
り せ

食べることが大好きな
りせちゃん竃たくさん
食べて大きくなろうね。

（花ノ木町）
平成２４年５月生まれ

佐藤  向  日  葵 ちゃん
ひ ま わり

いつも笑顔でしっかり
者の向日葵。これから
も頼りにしているよ竃

（上道目記町）
平成２４年１１月生まれ

山下  隼  澄 くん 
はや と

 鷹  澄 くん
たか と

物の取り合いでケンカになること
もある２人だけど、健やかに育っ
てくれて、これからが楽しみです。



広広報報平平成成２２６６年年１１１１月月１１日日号号 １１８８

９／１１  １０／ １０

　市民映画「オシニ」のラストシーン

の撮影が９月１４日、愛知こどもの国

で行われました。この日は市民ら約

千人が参加し、大勢で笑うシーンや、

音楽に合わせて歌いながらダンスを

するシーンなどが撮影されました。

映画の公開は来年３月の予定です。

　撮影終了後には、出演者らが参加

し、一斉に片足跳びをするギネス記

録に挑戦しました。これまでの記録 ３ ２ １ 人に対して ３ ７ ６ 人が成功

し、ギネス社に申請することになりました。

ライマックスの撮影とギネス記録に挑ライマックスの撮影とギネス記録に挑戦戦

市民映画「オシニ」ラストシーン撮市民映画「オシニ」ラストシーン撮影影ク

ともしびを受け継いだ後、「私たちは同じ夢を持つ仲間として、

楽しい時も苦しい時も支え合い、共に成長していくことを誓い

ます」と、力強くクラス宣誓文を唱和しました。

看
護の道への第一護の道への第一歩歩

市立看護専門学校で宣誓市立看護専門学校で宣誓式式

　市立看護専門学校で９月２６日に宣

誓式が行われ、看護の道への誓いを

新たにしました。４月から半年間に

わたり看護職について学んできた１

年生３８人は、自らの目指す看護の道

への誓いを一人一人発表。消灯され

た講堂が厳粛な雰囲気に包まれる中、

ナイチンゲール像の持つろうそくの

▲ギネス記録に挑戦する参加者

▲約千人の市民が参加した映画撮影

光のまち西尾を目指し魅力を発光のまち西尾を目指し魅力を発信信

愛知県観光交流サミットinにし愛知県観光交流サミット in にしおお観
　観光地としての西尾の魅力を発信する

ため、第６回愛知県観光交流サミット in

にしおが１０月２日に行われました。文化

会館大ホールで行われた講演会では、德

川宗家１８代当主德川 恒  孝 氏による特別講
つね なり

演や、 一 
いち

 龍 
りゅう

 斎  貞  花 氏の記念講演などが行われ、参加者は観光に関する貴重な話
さい てい か

に耳を傾けていました。その後、グリーンホテル三ヶ根で交流会が行われまし

た。県内の各市町観光協会が一堂に会し、自慢のグルメが集結。当市からは、

「うなぎコロッケ」「みそおでん」「あさりの豆味噌焼き」などが振る舞われ、参

加者は舌鼓を打ちながら、交流を深めていました。▲德川恒孝氏



１１９９ 平平成成２２６６年年１１１１月月１１日日号号広広報報

　鉄道イベント「鉄研」で蒲郡線の紹介パネルが展示さ

れていました。刈谷から碧南を通って線路を伸ばして

きた三河鉄道が、昭和４年に三河吉田（現在の吉良吉

田）―三河鳥羽間を、昭和１１年に三河鳥羽―蒲郡間を

開業。昭和１６年に名古屋鉄道に合併されて名鉄三河線

の一部となり、昭和２３年に三河吉田―蒲郡間が蒲郡線

に改められたとのことでした。過去の時刻表の展示も

あり、昭和４０年代には特急が毎時２本通っていたとい

う観光路線のにぎわいを物語っていました。（み）

りチョウにマーキンりチョウにマーキンググ

三ヶ根山秋色フェスティバ三ヶ根山秋色フェスティバルル渡

グ大会が行われました。アサギマダラの飛来先を調査する

ため、参加した親子らは捕獲したチョウの羽に日付や場所

を書き込む「マーキング」を体験した後、再び空へ放ってい

ました。特設ステージでは、バンド演奏なども披露され、

　「三ヶ根山秋色フェスティ

バル２０１４」が１０月４日、三ヶ

根山山頂駐車場周辺で開催さ

れました。会場周辺では渡り

チョウとして知られ、この時

期に三ヶ根山や佐久島に飛来

するアサギマダラのマーキン

爽やかな秋空の下、訪

れた人々は心地よい音

色に聞き入っていまし

た。その他、会場では、

物産展やフリーマーケ

ットなども行われ、大

勢の来場者でにぎわっ

ていました。

　幡豆いきいきセンターで行われた鉄道イベント「鉄

研」で、吉良高校鉄道研究部のスタッフの指導の下、

真剣な表情で模型の電車を操作する子どもたちです。

子どもたちが見つめる視線の先には、２両編成の赤い

電車がいつまでも走り続けていました。

路は続くよ、どこまでも路は続くよ、どこまでも♪♪

はず夢ウォークはず夢ウォーク＆＆「鉄研」「鉄研」　線

　名鉄西尾・蒲郡線の利用促進

を図ろうと、１０月５日、名鉄西

幡豆駅を中心にさまざまなイベ

ントが開催されました。台風の

影響であいにくの空模様の中、

ホームに降り立った人々は、傘

を手に幡豆・友引市や鉄道イベ

ント「鉄研」の会場に向かってい

きました。そして、はず夢ウォ

ークの参加者も元気よくコースにスタートしていきました。

　幡豆いきいきセンターで開催

された「鉄研」では、「にしがま線

公式応援ソング」を歌う戸田大

地さんのミニライブや三ヶ根マ

ーチングキッズの演奏に多くの

観衆が集まり、巨大鉄道ジオラ

マを行き交う模型の電車に、子

どもたちは目を奪われていまし

た。

子どもの魔女　子どもの魔女とと

人間との心の交人間との心の交流流

を描いたミューを描いたミュージジ

カルカル。。文化会館文化会館大大

ホールホールはは笑いと笑いと感感

動の渦に包まれ動の渦に包まれてて

いましたいました。。

市文化事業　劇団四季　　　
「魔法をすてたマジョリン」

９９//１１４４

西尾商工会議所　西尾商工会議所でで

開催。創業に興味開催。創業に興味がが

ああるる２２２２人人の参加者はの参加者は、、

講師や創業成功者講師や創業成功者のの

話を真剣に聞き入話を真剣に聞き入っっ

ていましたていました。。

第２回創業支援セミナー９９//２２ ７７

東京大学の鴨川教授が織田信長などに　東京大学の鴨川教授が織田信長などにつつ

いて講演。岩瀬文庫地階ホールいっぱいいて講演。岩瀬文庫地階ホールいっぱいのの

聴講者の数聴講者の数かか

ら、この時ら、この時代代

の歴史へのの歴史への関関

心の高さが心の高さがうう

かがえましたかがえました。。

岩瀬文庫講座「東海地方の戦
国武将、その本当の姿を探る」

１１００//４４

旧近衛邸で行　旧近衛邸で行わわ

れました。参加れました。参加者者

は、かぶとやよは、かぶとやよろろ

い、陣羽織などい、陣羽織などをを

身に着け、刀や身に着け、刀や指指

揮棒を手に持ち揮棒を手に持ちなな

がら、笑顔で記念撮影をしていましたがら、笑顔で記念撮影をしていました。。

 甲 
かっ

 冑 武者体験
ちゅう

「君も武将になる日」
９９//２２ ８８
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